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歩進んだ「公民連携」

① 
「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」

の
果
た
し
た
役
割

ー
横
浜
市
共
創
フ
ロ
ン
ト
事
業
に
関
す
る
共
同
研
究
全
体
報
告
書
よ
り
l

1
一

共
創
フ
ロ
ン
ト
と
は

横
浜
市
の
共
創
フ
ロ
ン
ト

事
業

は 、

民
聞
か
ら
の
ど
の
よ
う
な
提

案
に
対
し
て
も
広
く
窓
口
を
設
け

る
と
い
う
行
政
と
し
て
は
非
常
に

野
心
的
な
取
組
で
あ
る

。

共
創
フ

ロ
ン
ト
の
実
現
事
例
を
元
に
行
っ

た
本
研
究
も 、

共
創
推
進
事
業
本

部
(
以
下 、

共
創
本
部
と
い
う)

に
対
す
る
弊
財
団
の
フ
ロ
ン
ト

提

案
と
い
う
形
で
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る。

共
創
フ
ロ
ン
ト
と
い
う
新

た
な
仕
組
み
を
活
用
し
た
横
浜
市

の
民
間
提
案
制
度
は 、

今
ま
で
に

無
か
っ
た
よ
う
な
様
々
な
公
民
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
化
に
導

い
て
い
る

。

詳
細
に
つ
い
て
は 、

①
共
創
フ

ロ
ン
ト
の
目
的 、

②
提
案
の
対

象 、

③
共
創
フ
ロ
ン
ト
で
の
調
整

の
基
本
的
な
考
え
方 、

④
実
際
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方 、

⑤
民

間
提
案
の
留
意
点 、

⑥
実
績
の
項

目
で
以
下
に
整
理
し
て
い
る

。

@
共
創
フ
ロ
ン
ト

の
目
的

共
創
本
部
で
は 、

行
政
と
民
聞

が
互
い
に
対
話
を
進
め 、

新
た
な

事
業
機
会
の
創
出
と
社
会
的
課
題

の
解
決
に
取
組
む
た
め
に 、

平
成

却
年
6
月
初
日
に 、

民
聞
か
ら
の

相
談
・

提
案
を
受
け
付
け
る
窓
口

(
通
称
一

共
創
フ
ロ
ン
ト)

を
設

置
し
た

。

@
提
案
の
対
象

共
創
フ
ロ
ン
ト

へ
の
提
案
は 、

ω
横
浜
市
が
持
つ
広
告
等
媒
体
の

活
用 、

仰
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
の
活

用 、

ω
遊
休
公
有
財
産
の
民
間
に

よ
る
活
用 、

ω
横
浜
市
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ 、

伺
そ
の
他
公
民
連
携
に

関
す
る
事
項
な
ど
に
関
し
て 、

企

業
や
N
P
O
等
を
主
た
る
対
象
と

し
て
い
る

。

@
共
創
フ
ロ
ン
ト
で
の
圏
整
の
基

本
的
な
考
え
方

行
政
の
意
思
決
定
の
手
順
や
適

切
な
人
材
に
つ
い
て
は
外
部
か
ら

は
分
か
り
に
く
い
た
め 、

共
創
フ

ロ
ン
ト

が
窓
口
・

庁
内
調
整
等
を

担
う
役
割
を
呆
た
す 。

基
本
的
に

共
創
フ
ロ
ン
ト
は
民
間
提
案
者
と

担
当
課
の
「
橋
渡
し
」

と
い
っ
た

調
整
業
務
が
主
で
あ
る
が 、

適
切

な
担
当
課
が
な
い
な
ど
の
場
合
に

は
共
創
本
部
独
自
の
事
業
と
し
て

対
応
す
る
場
合
も
あ
る

。

予
算
・

担
当
分
野
を
持
た
な
い

共
創
フ
ロ
ン
ト
は 、

柔
軟
に
民
間

の
相
談
に
対
応
し 、

民
間
と
と
も

に
企
画
・

実
施
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
あ
り 、

そ
の
た
め
民
間
の

事
業
化
に
対
応
で
き
る
ス
ピ
ー
ド

感
を
実
現
で
き
る。

ま
た
一

方

で 、

民
間
と
の
関
係
に
お
い
て
は

公
平
性
・

透
明
性
・

中
立
性
の
観

点
に
立
ち 、

行
政
と
し
て
適
切
な

距
離
感
を
維
持
し
な
が
ら
調
整
を

進
め
て
い
る

。

@
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
め
方

共
創
フ
ロ
ン
ト
は 、

民
間
と
の

対
話
の
中
か
ら 、

民
聞
が
行
政
に

求
め
て
い
る
こ
と
を
広
義
の
公
共 の取組

的
目
的
の
実
現
に
合
致
す
る
形
に

変
換
し
て
い
く
こ
と
で
支
援
を
行

う 。

実
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

化
に
あ
た
っ
て
は 、

棟
々
な
手
法

で
支
援
を
行
っ
て
い
る

。

ま
た 、

担
当
は
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
事

業
に
対
応
す
る
こ
と
も
特
徴
的
で

あ
る。

@
民
間
提
案
の
留
意
点

受
け
付
け
た
相
談
・

提
案
は

、

共
創
本
部
が
民
間
と
各
局
の
橋
渡

し
役
と
な
っ
て
検
討
す
る。

し
か

し
相
談
・

提
案
者
が
そ
の
ま
ま
事

業
実
施
者
に
な
る
こ
と
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い

。

ま
た 、
相
談・

提
案
内
容
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は 、

ア
イ
デ
ア
の
保
護
に
留
意
し

つ
つ

、

手
続
き
の
透
明
性
や
公
共

性
を
担
保
し
て
い
る

。

@
実
績

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
開
設
以
降 、

1
9
3
件
の
提
案
を
受
け
付
け 、

回
件
が
実
現
し
て
い
る

。
(
却
年

6
月
初
日
j

m
年
辺
月
白
日)

華
一般財団法人地
方胃治体八岳民連携研究財団
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※
以
下 、

表
1
内
案
件
に
関
す
る

提
案
者 、

関
係
区
局 、

関
係
機
関

の
担
当
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
考

察
し
た
内
容
を
記
載
す
る

。

2 

フ
ロ
ン
ト

提
案
の
仕
組
み

フ
ロ
ン
ト

提
案
の
仕
組
み
は

、

は
じ
め
に
民
聞
か
ら
「
フ
ロ
ン
ト

提
案」

と
い
う
形
で
様
々
な
提
案

が
行
わ
れ
る

。

共
創
本
部
の
担
当

者
は 、

民
間
の
提
案
者
と
協
議
し

な
が
ら
公
民
連
携
事
業
と
し
て
提

案
が
ふ
さ
わ
し
い
か
な
ど
様
々
な

視
点
か
ら
取
捨
選
択
を
行
い

、

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
業
化
に
向
け
て

磨
き
上
げ
て
い
く 。

次
に 、

担
当
者
は
行
政
内
外

の
「
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
・

誰
と
事
業
を
実
施
す
れ
ば
よ
い
の

か
」

の
水
先
案
内
を
行
う 。

特
に

横
浜
市
の
よ
う
に
大
き
な
組
織
で

は 、

相
談
に
適
し
た
人
材
・

組
織

を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
た
め
フ
ロ
ン
ト

機
能
の
有
効
性

が
発
揮
さ
れ
る

。

多
く
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
事
業
化
等
に
係
る

担
当
課
が
別
に
あ
る
場
合
が
多
い

た
め 、

フ
ロ
ン
ト

担
当
者
は
行
政

で
の
合
意
形
成
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に 、

行
政
内
部
で
わ
か
り
や
す

い

言
葉
や
仕
組
み
に
「
翻
訳
す

る
」

こ
と
を
行
う 。

例
え
ば 、

日

本
I
B
M
と
横
浜
市
立
学
校
と
の

コ
ラ
ポ
レ
l

シ
ヨ
ン
(
事
例
⑦)

で
は 、

共
創
フ
ロ
ン
ト

が
教
育
委

員
会
担
当
者
を
紹
介
し 、

さ
ら
に

現
場
の
先
生
が
使
用
す
る
指
導
案

の
形
式
で
提
案
す
る
こ
と
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
で 、

民
間
企
業

の
C
S
R
提
案
と
し
て
の
授
業
が

よ
り
市
立
学
校
で
実
施
さ
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る。

ま
た 、

提
案
に
対
し
て 、

共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
民
間
事
業
者
が
い

れ
ば 、

共
創
本
部
は
紹
介
・

コ
l

デ
イ
ネ
イ
ト
・

マ
ッ
チ
ン
グ
も
行

調査季報叫.168・初11.3・30

ぅ 。

横
浜
企
業
の
連
携
に
よ
る
食

材
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
(
絵
文
字
の
活

用)

の
開
発
と
普
及
の
事
例
(
事

例
⑮)

で
は 、

大
川
印
刷
・

N
P

O
法
人
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ク
ナ
ル

(
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
発
案
者)
・

N
D

C
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
(
デ
ザ
イ
ン

会
社)

及
び
横
浜
市
内
ホ
テ
ル
の

連
携
を
支
援
す
る
こ
と
で 、

A
P

E
C
関
係
会
議
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等

の
場
で
活
用
す
る
な
ど
様
々
な
国

の
人
た
ち
が
安
心
し
て
食
事
を
と

る
支
援
と
な
っ
た

。

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
特
色
と
し

て 、

担
当
者
は
提
案
者
と
と
も

に
「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進」

し
て
い
く
こ

と 、

ま
た
そ
の
際 、

行
政
担
当
者

が
「
提
案
者
が
相
談
で
き
る
」

相

手
で
あ
る
こ
と
も
フ
ロ
ン
ト

事
業

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る

。

従
来
行

政
に
は
公
平
性
・

透
明
性
・

中
立

性
の
担
保
の
観
点
か
ら
民
聞
か
ら

の
相
談
に
乗
る
仕
組
み
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
が 、
「
共
創
フ
ロ
ン
ト

の
公
民
連
携
推
進
に
当
事
者
意
識

を
持
つ
て
の
ぞ
む
姿
勢」

が
公
民

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
に
導

い
て
い
る。

さ
ら
に
民
間
と
共
同

事
業
と
な
る
た
め 、

常
に
事
業
化

共創フロントへの提案が実現した主な事例

陶. 提案者 関係区局 協力鶴岡 提案タイトル ‘ 要

厚労省の先進的事業計画に基づく市町

-側K2インターナ
厚生労働省「先進 村提案事業として、寿地区での高齢者の

① 
コトラボ

健康福祉局 ショナル
的事業支握特例 居場所運営と自立支握、二一ト若者自立

合同会主士 交付金Jの活用提 支援を連携して行う事業所を設置。 石)11
'NPO法人さなぎ達

案 町北口にお好み焼書「ころんぷすJ石川
町駅前底をオープン。

@ 
N P O法人 共創推進事業 側横浜観光コンベン ユニバーサルトイ 「横浜観光ユニバーサルトイレマップIを
Check 本部 ション・ビュー口一 レマップの作成 作成し、インターネット上で公開。

学校法人都
公園野fI場におけ

@ 
築第一学園 -環境創造局

るネーミングライ
俣野公園野球場について、 民聞からの提

横浜薬科大 -戸塚区設所 案募集型ネーミングライツを導入。
学

ツ

JFEエン .(福)横浜愛育会お
障がい者の就労の 市内の障がい者地域作業所で製作したパ

@ ジニアリン 健康桶祉局
おぐち工房第2

揖・販売ルートの ンを、JFEエンジニアリング鱒横浜本社
グ制

.(福)紡ふらんすぱ
確保 内にて販売。

ん
下水汚泥から再生 温瞳化対策として、 下水汚泥からエネル

エネルギーの創出・ ギー資源(燃料化)を創出 ・活用するた
@ 電源開発鮒 環境創造局 活用についての公 め、公民連携による共同研究を実施。研

民連携による共同 究結果については、今後の事業化へ向付
研究 た検肘の一つのモデルとして活用。

共創推進事業 NPO法人横浜NGO
ょこはま圃際協力 楽天オークションサイト を利用して、国際

⑥ 楽天側
本部 連絡会

チャリティーオーク 貢献のためのチャリティーオークションを
ンヨン 実施。共創推進事業本部が後援。

横浜市立学校との
日本IBMの社会貢献活動として、「環境」

① 
日本IBM 教育委員会事 コラポレーション

「英語H理科」の教育支援プログラムを、
鮒 務局

授業の実施
同祉祉員がボランティアとして、学校で
授業を行う(小中8校で実施)。

関外地区3
Y150をきっかけとした、新たな市民文化

商盾街
共創推進事蟻

「横浜市歌で盆踊
の創造を掲げI横浜市歌」 で盆踊りを企

⑥ 横浜市歌で
本部

一 りjプロジェクト
酉ロ市内各所への普}1活動}1ぴサポート

盆踊り実行 への支援
を実施。

委員会
-市民局

N P Oや粧会的企業などの人材育成、 i[
-こども青少 iSB公共未来塾

開起業家支 年局 (内閣府I地繊杜
営力強化などを目指して、 iSB公共宋

⑨ 
援財団 -健康福祉局 会雇周創出事業J)

来塾の開催にあたって、 その広報・周知
や..座コンテ ンツの提供など、横浜市と

-環境創造局 の開催・運営協力
連携・協力体制を構築。

-経済観光局
'NPO法人インター

ナ ショクナル

-側エヌディーシー・• APEC • i1J 
グラフィックス NPO法人インターナ ショクナJ仏大)11

造都市推進
'NPO法人アトピッ 印刷、NDCグラフィックスの三者連携で

⑪ 側大川印刷 事業本部
子地球の子ネット 食品原材料表示の 「食のピクトグラムjを開発して事業化。

-健康福祉局
ワーク バリアフリー化 APEC 横浜開催ヘ向け、主要ホテル、 レ

-側横浜ロイヤルパー ストラン11採用。APEC関係会議レセプ
クホテル ション等で使用。

-ヨコハマ創造都市セ
ンター

表1



を
目
指
し 、

民
間
の
ス
ピ
ー
ド
感

で
の
仕
事
を
進
め
る
こ
と
も
大
き

な
特
徴
と
い
え
る

。

例
え
ば 、

横

浜
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
出
の
共
同
研

究
(
事
例
⑤)

で
は 、

共
創
フ
ロ

ン
ト
を
通
し
た
共
同
研
究
と
い
う

手
法
で
官
民
の
有
用
で
詳
細
な
技

術
的
対
話
を
実
現
し
て
い
る。

民
間
に
対
し
て
様
々
な
「
場
」

を
提
供
す
る
こ
と
も
共
創
フ
ロ
ン

ト
の
特
徴
で
あ
る。

上
記
の
よ
う

な
対
話
の
「
場」

を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く 、

実
際
の
社
会
実
験
的

な
取
組
の
具
体
的
な
「
場
」 、
企

業
の
C
S
R
の
「
場」

の
提
供
も

行
う 。

例
え
ば
前
述
の
横
浜
企
業

の
連
携
に
よ
る
食
材
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
の
開
発
と
普
及
(
事
例
⑩)

や

i
S
B
公
共
未
来
塾
(
内
閣
府「
地

域
社
会
雇
用
創
出
事
業
」)

開
催

協
力
(
事
例
⑨)

で
は 、

横
浜
と

い
う
場
所
・

ブ
ラ
ン
ド
を
提
供
し

て
い
る。

ま
た 、

横
浜
市
と
連
携
す
る
こ

と
で 、

市
民
団
体
や
N
P
O
は
社

会
的
な
信
用
や
横
浜
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー

ジ
を
活
用
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
る

。

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ト
イ

レ
の
「
横
浜
観
光
ト
イ
レ
マ
ッ

プ
」

の
作
成
・

公
開
(
事
例
②)

を
行
っ
て
い
る
N
P
O
法
人
C
h

e
c
k
は
横
浜
市
と
連
携
す
る
こ

と
で 、

他
の
自
治
体
や
民
間
企
業

か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
だ 。

ま
た 、

事
業
化
に
伴
う
民
間
へ

の
広
報
の
支
援
も
大
き
な
特
色
で

あ
る。

N
P
O
や
市
民
団
体
な
ど

は
広
報
の
手
段
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
広
報
に
は
限
界
が
あ
る。

共

創
フ
ロ
ン
ト
は 、

メ
デ
ィ
ア
へ
の

活
動
内
容
の
紹
介
や 、

テ
レ
ビ
局

な
ど
の
企
業
と
の
連
携
の
「
橋
渡

し
」

を
す
る
こ
と
で
民
聞
を
支
援

し
て
い
る。

資
金
も
組
織
も
な
い

市
民
団
体
の
思
い
か
ら
発
し
た
B

o
n

D
a
n
c
e

横
浜
市
歌

ょ

こ
は
ま
ア
ラ
メ
ヤ
音
頭
の
制
作
と

普
及
(
事
例
⑨)

は
、

市
の
協
力

の
も
と
マ
ス
コ
ミ
と
連
携
し
な
が

ら
A
P
E
C
関
係
会
議
等
で
の
お

披
露
目
を
実
現
で
き
て
い
る。

ー一

共
創
フ
ロ
ン
ト
事
業
の
課
題

;一

整
理

共
創
フ
ロ
ン
ト

事
業
の
課
題
は

①
行
政
の
視
点
か
ら
の
フ
ロ
ン
ト

案
件
全
体
に
関
す
る
課
題 、

②
行

政
の
視
点
か
ら
の
フ
ロ
ン
ト

案
件

の
う
ち
特
に
資
産
等
に
関
す
る
課

題 、

③
民
間
事
業
者
の
視
点
か
ら

の
フ
ロ
ン
ト

案
件
全
体
に
関
す
る

課
題 、

④
市
民
団
体
・

N
P
O
の

視
点
か
ら
の
フ
ロ
ン
ト

案
件
に
関

す
る
課
題
の
4
つ
に
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る。

@
行
政
の
視
点
か
ら
の
フ
ロ
ン
ト

案
件
全
体
に
関
す
る
謀
題

川
行
政
内
部
で
の
共
創
本
部
の
業

務
内
容
の
周
知

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
業
務
内
容
が

行
政
内
で
必
ず
し
も
周
知
さ
れ
て

い
な
い
た
め 、
「
前
例
が
な
い
」

な
ど
の
理
由
で
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
っ
た
事
例
も
多
い

。

ま
た 、

共

創
本
部
担
当
者
の
庁
内
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
こ
と

で
担
当
で
き
る
人
材
に
行
き
あ

た
っ
て
実
現
し
た
事
例
も
見
ら
れ

る。

今
後
貴
重
な
民
間
提
案
の
取

り
こ
ぼ
し
が
な
い
よ
う
に 、

ど
の

部
署
・

ど
の
担
当
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
せ
る
の
か
に
関
す
る

一

層
の
情
報
整
理
・

活
用
の
方
策

が
求
め
ら
れ
る。

同
共
創
本
部
の
予
算
・

権
限
と
の

関
係

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
場
合 、

予

算
・

権
限
を
持
た
な
い
か
ら
こ

そ 、

事
業
の
詳
細
ま
で
相
談
に
乗

る
こ
と
が
出
来
た
事
例
も
あ
る

。

一

方
で 、

予
算
が
あ
れ
ば
初
動
期

の
支
援
を
行
い
有
効
な
事
業
を
実

現
で
き
た
可
能
性
も
あ
る
と
想
定

さ
れ
る。

共
創
フ
ロ
ン
ト
は
提
案

者
側
の
立
場
を
十
分
に
理
解
し 、

提
案
の
事
業
化
に
向
け
て
相
談
に

乗
る
こ
と
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て

い
る
が 、

今
後
予
算
・

権
限
と
公

平
性
・

透
明
性
の
両
立
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る。

同
共
創
本
部
・

担
当
課
と
の
役
割

分
担
の
明
確
化
と
効
串
化

共
創
本
部
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
て
担
当
課
と
調

整
す
る
こ
と
に
よ
り
円
滑
に
事
業

が
進
ん
で
い
る
事
例
も
多
い

。

逆

に
解
釈
す
れ
ば 、

共
創
本
部
で
十

分
な
調
整
が
不
可
欠
で
あ
り 、

そ

れ
が
無
け
れ
ば
実
現
化
し
な
い
場

合
も
想
定
さ
れ
る。

今
後 、

共
創

本
部
は
ど
こ
ま
で
民
間
提
案
を
支

援
で
き
る
の
か 、

担
当
課
と
の
役

割
分
担
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

の
見
極
め
が
非
常
に
重
要
に
な
る

が 、

現
状
で
は
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る。

役
割
分
担
を

明
確
化
し
て
効
率
的
に
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る。

同
共
創
本
部
の
事
難
関
与
の
纏
続

性
の
担
保

多
く
の
実
現
案
件
で
は 、

担
当

課
が
決
ま
っ
て
い
る
が
今
後
も
継

続
的
に
共
創
本
部
の
参
画
・

役
割

を
期
待
し
て
い
る
場
合
も
あ
り 、

共
創
本
部
が
「
ど
こ
ま
で
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

す
る
の
か
」
「
事

業
化
後
の
行
政
の
対
応
体
制」

に

関
す
る
見
極
め
も
重
要
と
な
っ
て

く
る。

ま
た
事
業
途
中
で
民
間
の

意
欲
が
低
下
し
た
場
合 、

ど
こ
ま

で
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く

か
も
今
後
の
謀
題
と
な
る。

さ
ら

に
行
政
の
組
織
変
更
の
公
民
連
携

事
業
へ
の
影
響
(
事
業
継
続
性)

を
心
配
す
る
声
も
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る。

同
担
当
と
組
織
の
関
係

実
現
事
例
を
第
三
者
的
に
見
る

と
担
当
者
の
力
量
な
ど
の
属
人
的

な
要
素
が
影
響
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
と
思
わ
れ
る。

提
案
の
機
会

や
事
業
進
捗
に
お
い
て
属
人
的
な

要
素
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が 、

事
業
量
が
増
大
し
た
場
合
の

対
応
も
あ
り 、

組
織
的
に
対
応
で

き
る
部
分
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い

。

同
実
施
事
業
の
評
価
・

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
重
要
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積

今
後
行
政
内
部
で
も
事
業
の
成

果
を
評
価
す
る
と
と
も
に 、

継
続

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い

、

今

後
の
取
組
の
参
考
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る。

ま
た 、

こ
れ
ま
で

に
蓄
積
し
て
き
た
公
民
連
携
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
今
後
組
織
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
体
系
的
に
ま
と
め
る

と
と
も
に 、

情
報
と
し
て
内
外
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。@

行
政
の
視
点
か
ら
の
フ
ロ
ン
ト

案
件
の
う
ち
特
に
資
産
等
に
閲

す
る
謀
題

川
行
政
側
の
公
共
性
担
保
と
民
間

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
確
保

共
同
研
究
な
ど
の
民
間
と
の
対

話
を
反
映
し
行
政
が
事
業
化
を
決

定
し
た
後
に
事
業
者
選
定
が
想
定

さ
れ
る
場
合
で
も 、

行
政
の
立
場

と
し
て
は
事
業
者
選
定
の
公
平
性

を
担
保
す
る
た
め
提
案
者
を
優
遇

す
る
こ
と
は
な
い

。

そ
の
た
め 、

民
間
事
業
者
が
革
新
的
な
提
案
を

行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
が
働
か
な

い
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
る

。

官
民
の
対
話
の
成
果
を
よ
り

積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は

、

最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
な
有

効
な
提
案
を
行
っ
た
事
業
者
に
は

選
定
の
際
有
利
な
条
件
を
獲
得
で

き
る
な
ど
の
仕
組
み
の
検
討
が
必

要
で
あ
る

。

凶
価
格
に
関
す
る
対
話
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ま
た
コ
ス
ト

削
減
に
関
す
る
検

討
は
民
間
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が 、

価
格
に
関
す
る
詳
細

な
検
討
は
後
の
事
業
者
選
定
の
際

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
た
め
現
状

で
は
対
話
に
よ
る
検
討
を
行
う
こ

と
が
難
し
い

。

し
か
し
公
民
連
携

の
有
効
性
を
発
揮
し
て
い
く
た
め

に
は 、

価
格
に
関
し
て
も
詳
細
な

議
論
が
出
来
る
よ
う
な
仕
組
み
・

ル
l

ル
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
と

な
る

。

@
民
間
事
難
者
の
視
点
か
ら
の
フ

ロ
ン
ト
案
件
全
体
に
閲
す
る
謀

題
川
現
場
ニ
I
ズ
を
把
握
し
て
い
る

民
間
と
し
て
の
よ
り
積
極
的
な

行
政
へ
の
売
り
込
み
と
共
創
フ

ロ
ン
ト
の
活
用

寿
町
の
高
齢
者
・

ニ
1
ト
自
立

支
援
施
設
の
リ
ニ
ュ
l

ア
ル
・

設

置
(
事
例
①)

の
よ
う
に 、

現
場

で
活
動
し
て
い
る
主
体
は
地
域
特

有
の
細
か
い
ニ
1

ズ
を
把
握
し
て

い
る
場
合
が
多
い

。

ま
た
俣
野
公

園
野
球
場
の
提
案
型
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
実
現
(
事
例
③)

の
よ

う
に 、

俣
野
公
園
野
球
場
の
価
値

は
横
浜
薬
大
だ
か
ら
こ
そ
提
案
で

き
た
も
の
で
あ
る。

民
間
は
現
場

を
知
っ
て
お
り 、

行
政
の
不
得
意

な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
出
来
て
い

る
こ
と
を 、

民
間
は
よ
り

積
極
的

に
行
政
に
ア
ピ
ー

ル
し
て 、

提
案

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る。

ま

た 、

従
来
行
政
は
自
ら
仕
組
み
を

作
り
対
応
し
て
き
た
が 、

今
後
は

成
功
事
例
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か

し 、

積
極
的
に
民
間
活
動
団
体
を

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る。

凶
企
業
の
方
針
転
換
な
ど
継
続
的

な
関
与
の
難
し
さ

杜
会
状
況
の
変
化
等
に
合
わ
せ

た
事
業
方
針
転
換
の
可
能
性
は
常

に
あ
り 、

C
S
R
的
な
活
動
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
い

。

あ
る
程

度
の
事
業
性
を
事
前
に
想
定
し
て

い
る
場
合
は
中
止
・

縮
小
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
や 、

担
当
に
裁
量

権
が
あ
る
場
合 、

担
当
の
変
更
に

よ
り
取
り
組
み
に
温
度
差
が
出
る

こ
と
を
民
間
・

行
政
で
十
分
す
り

合
わ
せ
て
お
け
ば

、
「
も
う
少
し

積
極
的
に
関
与
し
て
く
れ
る
は
ず

で
は
な
か
っ
た
の
か
」
「
担
当
の

や
る
気
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
」

と
い
っ
た
双
方
の
誤
解
を
避
け
る

こ
と
も
可
能
と
な
る

。

@
市
民
団
体
・

N
P
O
の
視
点
か

ら
の
フ
ロ
ン
ト
案
件
に
関
す
る

標
題

川
行
政
に
よ
る
構
会
提
供
・

権
威

付
け
の
活
用、

行
政
か
ら
の
資

金
提
供
を
前
提
と
し
な
い
提
案

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ト
イ
レ
の
「
横

浜
観
光
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
」

の
作

成
・

公
開
(
事
例
②)

は 、

行
政

に
対
し
て
場
の
提
供
・

横
浜
で
の

実
施
と
い
う
プ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

求
め 、

資
金
は
民
間
地
図
会
社
へ

の
デ
1
タ
提
供
の
対
価
と
し
て
調

達
す
る
手
法
で
事
業
化
に
成
功
し

て
い
る

。

苦
し
い
財
政
状
況
に
よ

り
補
助
金
等
は
削
減
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
た
め 、

民
聞
が
公
民
連
携

の
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は 、

資

金
的
支
援
と
そ
れ
以
外
の
支
援
を

明
確
に
分
け
て
行
政
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る。

ま
た 、

B
o
n

D
a
n
c
e

横
浜
市
歌

よ
こ
は
ま
ア
ラ
メ
ヤ

音
頭
の
制
作
と
普
及
(
事
例
⑧)

で
も 、

C
D
の
作
成
費
用
は
自
己

調
達 、

D
V
D
作
成
も
民
間
ス
ポ

ン
サ
ー
に
よ
り
実
現
し
て
お
り 、

行
政
に
資
金
援
助
を
求
め
て
い
な

い
こ
と
で
行
政
と
の
良
好
な
連
携

を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考

え
ら
れ
る

。

同
事
業
の
趣
旨
・

仕
組
み
・

役
割

分
担
の
十
分
な
事
前
理
解

横
浜
国
際
協
力
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
l
・

オ
ー

ク
シ
ョ
ン
「
ハ

マ
オ
ク
」

の
実
施
(
事
例
⑥)

の

よ
う
に 、

事
業
者
聞
の
役
割
分
担

に
つ
い
て
双
方
が
事
前
に
十
分
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め 、

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ
ン
方
法
を
大
き
く
変
更

し
た
事
例
が
あ
る。

公
民
連
携
を

実
施
す
る
際
に
は
事
前
に
事
業
の

主
旨
や
仕
組
み
を
十
分
に
把
握
し

て
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。同

N
P
0
・

市
民
団
体
の
ス
ポ
ン

サ
I
撞
得
の
躍
し
さ
と
行
政
の

理
解
の
纏
得

ど
の
事
業
に
お
い
て
も
資
金
調

達 、

ス
ポ
ン
サ
ー

確
保
は
非
常
に

難
し
い

。

特
に
N
P
O
や
市
民
団

体
は
ス
ポ
ン
サ
ー

獲
得
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
少
な
い
場
合
が
多
い

。

行
政

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
信
頼

性
・

波
及
力
を
上
手
く
活
用
し
つ

つ
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
関
係

者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
事
業
を
組

み
立
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ス制 。一

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
優
位
性
と

4
一

今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て

@
共
創
フ
ロ
ン
ト
の
優
位
性

実
現
事
例
の
調
査
・

分
析
を
通

し
て 、

共
創
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
公

民
連
携
を
実
現
す
る
優
位
性
は 、

ω
「
誰
に
で
も
聞
か
れ
た
窓
口
」

の
提
供 、

ω
民
間
と
の
対
話
の
重

視 、
対
話・
検
討
の
「
場」

の
確
保 、

ω
あ
く
ま
で
も
事
業
化
を
目
指
し

た
対
応 、

ω
行
政
担
当
者
の
当
事

者
意
識
を
持
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
画
と
民
間
の
ス
ピ
ー
ド

感
・

柔

軟
性
に
あ
っ
た
事
業
実
施 、

同
官

民
だ
け
で
な
く
民
民
の
コ
1

デ
イ

ネ
イ
ト
・

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
事

業
実
現 、

制
公
的
イ
メ
ー

ジ
の
利

用
(
広
報
支
援
等)

の
6
点
に
ま

と
め
る
こ
と
が
出
来
る。

川
「
瞳
に
で
も
聞
か
れ
た
窓
口
」

の
提
供

共
創
フ
ロ
ン
ト
は
民
間
の
ど
の

よ
う
な
提
案
に
対
し
て
も
聞
か
れ

た
窓
口
と
な
っ
て
い
る

。

公
民
連

携
の
提
案
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
た
め
実
現
し
な
い
も
の
も
あ
る

が 、

民
間
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

窓
口
が
あ
る
こ
と
は
民
間
に
と
っ

て
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
の
指

摘
も
多
か
っ
た

。

ま
た 、

聞
か
れ

た
窓
口
で
あ
る
た
め
様
々
な
案
件

が
提
案
さ
れ 、

共
創
フ
ロ
ン
ト
の

可
能
性
を
高
め
る
効
果
も
あ
っ

た
。凶

民
間
と
の

対
話
の
重
担、

対

話
・

検
討
の
「
場」

の
確
保

共
創
フ
ロ
ン
ト
で
は 、

民
間
と

の
対
話
を
非
常
に
重
視
し
て
い

る
。

事
例
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て

も
「
相
談
で
き
る
」
「
ど
う
す
れ

ば
実
現
で
き
る
か
を
一

緒
に
考
え

て
く
れ
る
」

と
の
評
価
が
非
常
に

高
か
っ
た

。

従
来
行
政
で
は
事
業

化
な
ど
に
関
し
て
相
談
す
る
部
署

を
持
た
ず 、

ま
た 、

公
平
性
・

透

明
性
の
観
点
か
ら
特
定
の
企
業
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。

し
か
し 、

こ
の
よ
う
な
対
話

の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

従
来
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
な
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
し
て

い
る。

同
あ
く
ま
で
も
事
由来
化
を
目
指
し

た
対
応

従
来
行
政
が
実
施
す
る
事
業
の

場
合 、

行
政
内
で
の
検
討
を
行
っ

た
結
果
実
施
を
決
定
す
る
が 、

共

創
フ
ロ
ン
ト

案
件
で
は 、

あ
く
ま

で
も
事
業
実
現
を
前
提
と
し
た
検

討
を
行
っ
て
い
る

。

そ
の
た
め
事

業
実
施
途
中
で
も
実
現
化
手
法
や

連
携
す
る
相
手
を
柔
軟
に
変
更
で

き
て
い
る

。

川刊
行
政
担
当
者
の
当
事
者
意
寵
を

も
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
と

民
間
の
ス
ピ
ー
ド
感
・

柔
軟
性

に
あ
っ
た
事
業
実
施

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
担
当
者
は

、
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実
現
化
を
固
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
る

。

そ
の
た
め
民
間

メ
ン
バ
ー

か
ら
の
信
頼
を
受
け 、

官
民
の
立
場
の
違
い
を
超
え
た
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・

調

整
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

い
る。

ま
た 、

円
滑
な
庁
内
調
整

や
横
断
的
な
判
断
を
実
施
し 、

民

間
の
ス
ピ
ー
ド
感
・

柔
軟
性
に

あ
っ
た
対
応
が
で
き
て
い
る。

同
官
民
だ
け
で
な
く
民
民
の
コ
I

デ
ィ
ネ
イ
ト
・

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
事
業
実
現

共
創
フ
ロ
ン
ト
は 、

民
の
窓
口

と
な
っ
て
官
民
の
調
整
を
行
う
だ

け
で
な
く 、

関
係
す
る
他
の
民

間
・

N
P
0
・

市
民
を
紹
介
す
る

こ
と
に
よ
り 、

事
業
実
現
に
向
け

て
尽
力
し
て
い
る

。

N
P
0
・

市

民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
限
界
が

あ
る
た
め 、

共
創
フ
ロ
ン
ト
に
よ

る
民
民
連
携
の
コ
l

デ
イ
ネ
イ

ト
・

マ
ッ
チ
ン
グ
は
非
常
に
有
用

で
あ
る

。

同
公
的
イ
メ
ー
ジ
の
利
用
(
広
報

支
援
等)

市
民
団
体
や
N
P
O
で
は
社
会

的
な
信
頼
性
が
十
分
で
な
い
場
合

も
あ
る。

し
か
し
横
浜
市
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
権
威
付
け
・

信
用
度
を
上
げ
る

こ
と
も
可
能
に
な
る

。

ま
た 、

市

民
団
体
や
N
P
O
で
は
新
聞
・

テ

レ
ピ
な
ど
へ
の
接
触
が
容
易
で
は

な
い
が 、

横
浜
市
の
支
援
に
よ
り

マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
広
報
を
行
う

こ
と
が
容
易
に
な
る
場
合
も
あ

る@
フ
ロ
ン
ト
に
よ
り
創
造
さ
れ
た

価
値

共
創
フ
ロ
ン
ト
と
い
う
公
民
連

携
手
法
に
よ
り
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
実
現
す
る
だ
け
で
な
く 、

新

た
な
価
値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
分
か
っ
た

。

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ト
イ
レ
の
「
横

浜
観
光
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
」

の
作

成
・

公
開
(
事
倒
②)

や 、

寿
町

の
高
齢
者
・

ニ
I
ト
自
立
支
援
施

設
の
リ
ニ
ュ
1

ア
ル
・

設
置
(
事

例
①)

は 、

現
場
の
ニ
l

ズ
を
理

解
し
た
新
た
な
担
い
手
を
育
成
・

連
携
し
た
好
事
例
で
あ
る

。

ま
た 、

日
本
で
初
め
て
の
提
案

型
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
実
現

し
た
俣
野
公
園
野
球
場
の
提
案
型

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
実
現
(
事

例
③)

は 、

け
っ
し
て
知
名
度
が

高
い
と
は
い
え
な
い
野
球
場
で
も

地
域
と
の
共
生
を
目
指
す
大
学
に

は
大
き
な
潜
在
的
な
価
値
が
あ
る

こ
と
を
示
し
た
好
事
例
で
あ
る

。

資
金
も
組
織
も
な
い
「
市
民
団

体
の
思
い
」

か
ら
発
し
た
B
o
n

D
a
n
c
e

横
浜
市
歌

よ
こ
は

ま
ア
ラ
メ
ヤ
音
頭
の
制
作
と
普
及

(
事
例
⑧)

は
、

共
創
フ
ロ
ン
ト

が
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
様
々
な
関

係
者
と
の
「
橋
渡
し
」

に
よ
り
市

歌
を
再
発
見
さ
せ
よ
う
と
い
う
地

域
・

市
民
の
思
い
の
実
現
し
た
好

事
例
で
あ
る。

横
浜
企
業
の
連
携
に
よ
る
食
材

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
開
発
と
普
及

(
事
例
⑩)

は
、

今
後
社
団
法
人

を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
創
出
に
繋
が
っ
た
好
事
例

と
い
え
る

。

ま
た 、

ア
ラ
メ
ヤ
音

頭 、

食
材
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
と
も

に
横
浜
発
・

横
浜
ブ
ラ
ン
ド
を
背

景
に
し
た
事
例
(
事
例
⑥ 、

⑮)

で
あ
り 、
地
域
ブ
ラ
ン
ド・
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
創
出
に
つ
な
が
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る

。

日
本
I
B
M
と
横
浜
市
立
学
校

と
の
コ
ラ
ポ
レ
l

シ
ヨ
ン
(
事
例

⑦)

は 、

企
業
C
S
R
の
場
を
提

供
し
つ
つ
公
立
の
小
中
学
校
で
の

新
た
な
視
点
で
の
事
業
を
実
現
し

て
い
る

。

ま
た
民
間
事
業
所
で
の

行
政
に
よ
る
障
が
い
者
地
域
作
業

所
等
支
援
事
業
の
実
施
(
事
例

④)

で
は 、

販
売
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
今
ま
で
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
新
た
な
社
会
貢
献
を
実
現

す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る

。

ま

た 、

こ
れ
ら
の
C
S
R
の
活
動
を

通
し
て
民
間
と
し
て
は
新
た
な
行

政
と
の
関
係
を
築
く

機
会
の
創
造

に
も
な
っ
て
い
る。
(
表
2
参
照)

@
更
な
る
公
民
連
携
を
実
現
し
て

い

く
た
め
に

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
実
現
事
例
に

つ
い
て
調
査
・

分
析
を
行
っ

た

が 、

今
後
一

一層
の
公
民
連
携
型
事

業
の
推
進
の
た
め
に
は 、

ω
共
創

フ
ロ
ン
ト

事
業
の
行
政
内
外
の
更

な
る
認
知
向
上 、

ω
共
創
フ
ロ
ン

ト
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
積
極
実

施 、

ω
共
創
フ
ロ
ン
ト

へ
の
提
案

の
選
別
・

別
窓
口
の
開
設
の
可
能

性
3
点
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る。

川
共
創
フ
ロ
ン
ト
事
業
の
行
政
内

外
の
更
な
る
認
知
向
上

行
政
内
は
も
ち
ろ
ん 、

民
間
企

業
や
N
P
0 、

市
民
団
体 、

市
民

に
対
し
て 、

行
政
の
窓
口
機
能
と

し
て
共
創
フ
ロ
ン
ト

が
あ
る
こ
と

を
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

そ
の
た
め
に
は
共
創
フ
ロ
ン

ト
事
業
に
関
す
る
成
果
発
表
な
ど

も
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

。

ま
た
民
間
企
業
が
C
S
R
を
実
施

す
る
場
合
は 、

既
存
の
取
引
の
あ

る
部
署
を
対
象
に
行
う
が 、

行
政

の
公
平
性
・

透
明
性
確
保
の
観
点

か
ら
実
現
し
な
い
場
合
も
想
定
さ

れ
る
た
め 、

共
創
フ
ロ
ン
ト
の
よ

う
な
窓
口
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

で
行
政
と
の
関
係
の
糸
口
を
掴
む

こ
と
も
出
来
る。

さ
ら
に 、

今
後

も
共
創
フ
ロ
ン
ト

事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に 、

他
の
自
治
体
に
対

し
て
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
放
し 、

同

様
の
取
組
の
全
固
展
開
を
促
す
こ

と
は
公
民
連
携
市
場
の
拡
大
に
も

つ
な
が
る。

凶
共
創
フ
ロ
ン
ト
発
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
積
極
実
施

フ
ロ
ン
ト

案
件
の
多
く
は 、

共

創
本
部
が
仲
介
・

調
整
を
行
う
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る。

し
か
し

横
浜
国
際
協
力
の
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
1
・

オ
ー

ク
シ
ョ
ン
「
ハ
マ

オ
ク
」

の
実
施
(
事
例
⑥)

や
俣

野
公
園
野
球
場
の
提
案
型
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
実
現
(
事
例
③)

な
ど
は 、

共
創
本
部
が
主
体
的
に

対
応
し
た
事
業
で
あ
り 、

大
き
な

成
果
を
収
め
て
い
る
た
め 、

今
後

多
く
の
案
件
実
現
の
た
め
に
も
行

政
が
従
来
の
部
署
・

権
限
に
し
ば

ら
れ
ず
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る。

今
後 、

案
件

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
民
間
提
案

を
吸
収
し 、

よ
り
多
く
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
す
る
こ
と
で
円
滑
に
官

民
の
連
携
が
実
現
す
る
可
能
性
も

高
ま
る

。

同
共
創
フ
ロ
ン
ト
へ
の
提
案
の
選

別
・

別
窓
口
の
閲
殴

共
創
フ
ロ
ン
ト
は
広
く
民
間
に

窓
口
を
開
放
し 、

様
々
な
案
件
に

対
応
で
き
る
こ
と
を
特
色
と
し
て

い
る。

し
か
し 、

事
業
提
案
・

事

業
者
選
定
に
係
る
案
件 、

資
産
関

連
の
案
件 、

行
革
関
連
の
案
件
な

ど 、

調
整
に
時
間
の
か
か
る
案
件

や
行
政
全
体
と
し
て
の
意
思
決
定

が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
別
の

窓
口
を
設
け
時
聞
を
か
け
て
検
討

す
る
体
制
も
考
え
ら
れ
る
(
例
え

ば
資
産
活
用
提
案
フ
ロ
ン
ト 、

行

革
推
進
提
案
フ
ロ
ン
ト
な
ど
)

。

そ
の
際 、

事
業
者
選
定
等
の
公
平

性
・

透
明
性
を
担
保
す
る
た
め 、

事
業
者
選
定
業
務
と
切
り
離
し
た

組
織
で
対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る。

33・特集・公民連携先進都市への挑戦

@
今
後
の
共
創
フ
ロ
ン
ト
成
果
の

活
用

民
聞
は
公
民
連
携
に
よ
る
新
た

な
市
場
を
求
め
て
い
る
が 、

行
政

は
透
明
性
・

公
平
性
の
確
保
の
た

め
嬉
嬉
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ



る
。

し
か
し
今
回
の
よ
う
に
工
夫

を
す
れ
ば 、

民
間
と
の
対
話
に
よ

り
市
場
ニ
l

ズ
や
効
率
化
あ
る
い

は
潜
在
的
な
価
値
に
つ
い
て
認
識

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来

句ゐ
。一

方
民
間
も 、

行
政
の
対
応
に

よ
り 、

ソ
フ
ト

支
援
・

ノ
ウ
ハ
ウ

提
供 、

ブ
ラ
ン
ド
の
利
用
等
の
支

援
が
出
来
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で 、

行
政
の
立
場
を
十

分
理
解
し
た
連
携
提
案
を
行
う
必

要
が
あ
る。

ま
た 、

共
創
フ
ロ
ン
ト
に
よ
る

公
民
連
携
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

は 、

自
治
体
職
員
の
「
自
治
体
の

な
す
べ

き
コ

ア
な
仕
事
と
は
何

か
?

」

と
い
う
こ
と
の
理
解
に
非

常
に
役
に
立
つ

。

民
間
に
出
来
る

こ
と
を
見
定
め 、

行
政
に
し
か
出

来
な
い
こ
と
・

真
に
行
政
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
力
す
る
こ

と
が 、

今
後
の
行
政
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
非
常
に
有
用
で
あ
ろ

う 。

窓
口
機
能
を
提
供
す
る
こ
と

を
通
し
て 、

多
様
な
主
体
の
あ
ら

ゆ
る
知
力
と
力
を
連
携
す
る
こ
と

が
出
来
た
点
で 、

共
創
フ
ロ
ン
ト

は
価
値
の
あ
る
取
組
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

効 果 実 現 事 例(事例No.)

-寿町の局齢者・一一ト自立支援施設のリーユーアル・設置(①)
→「地域の やる気Jに報いる事業実現

.ユニバーサルトイレの「横浜観光トイレマッ:1J の作成・公開(②)

新たな担い手の
→民聞の担い手がユヱパーサルトイレのマップを実現

育成 -日本IBMと横浜市立学校とのコラボレーション(⑦)
→通常の学校教育とは異なった視点で、 キャリス理科、 国際理解、

環境等の学習実施
.iSB公共未来塾(内閣府「地域祉会雇用創出事業J)開催・運営箇力(⑨)

→起業家に対する援会提供の拡充
新たな価値の再 .俣野公園野球場の提案型ネーミングライツの実現(③)
発見 →(市では想定していなかった)野湾喝の価値の発掘
地域・市民の恩 • Bon Dance横浜市歌 よこはまアフメヤ音頭の制作と普友(⑧)
いの実現 →APECでの実施

地繊ブランド、
• Bon Dance横浜市意よこはまアラメヤ音頭の制作と普友(③)

『国際観光の一手段として音頭を活用
シピックプライ

-横浜企業の連携による食材ピクトグラムの開発と普友(⑩)ドの創出
→横浜発のもてなし手法の開発

-横浜市のバイオマスを活用した再生エネルギー創出の共同研究(⑤)
→民間との対話の新たな手法の獲得

ビジネスモデル .横浜国際協力 のためのチャリティー・オークション「ハマオクjの実施(⑥)
の創造 →発展途中だが可能性あり

.横浜企業の連携による食材ピクトグラムの開発と普友(⑩)
→新たなビジネスモデルとして発展の可能性

新たなCSRの -民間事業所での行政による障がい者地域作業所等支援事業の実施(④}
場の創造 →民聞に対する新たなCSRの婚の提供

共創フロントの実現事例とその効果の分類表2
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